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要 旨 

 本研究の目的は、成人看護学演習後の客観的臨床能力試験（OSCE）の評価を行い、現状と課題を明らかにす

ることである。2022年度成人看護学演習においてOSCEを受験した３年次生89名にWebでの自記式質問紙調査を

依頼し、回答があった53名（回収率59.6％）を分析対象とした。分析の結果、学生は事前に自己学習、技術練

習を行って受験に臨み、事前練習と受験による成果を自覚していた。OSCE受験後の学生の認識として【自己課

題の明確化】【看護技術の修得と学習意欲の向上】【状況に即した看護実践の難しさ】【事前練習および受験の成

果】【臨地実習における看護実践の有用性】の５つが抽出された。OSCEの課題は学生のOSCEに対する理解を

深めること、十分なフィードバックの時間を確保すること、教員評価と合わせた評価の検討であった。今後、

成人看護学演習において看護実践能力の強化に向けたシミュレーション教育の内容を充実することの必要性が

示唆された。 
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緒 言 

 少子高齢社会や疾病構造の変化により、社会にお

いては看護職に対するニーズや期待が高く、看護職

には多様な看護技術と専門的知識とともに高度な看

護実践能力が求められている1)。看護学教育の在り方

に関する検討会2)において看護実践能力の育成を充

実させることの必要性が指摘されて以降、看護系の

教育機関においては、臨床実践能力を客観的に評価

する客観的臨床能力試験（Objective Structured 

Clinical Examination：以下OSCE）を導入する教育機

関が増えている。OSCEはペーパーテスト等で測定

することのできない技能等の精神運動領域や態度・

習慣などの情意領域を評価し、学生の能力を査定す

る方法として有用とされている3)。看護基礎教育にお

けるOSCEの成果は、OSCEを受けることにより、既

習の知識をどのように活かすべきか考える機会にな

ること4)、自己の技術の振り返りや新たな課題の明確

化5-8)、臨床に近い状況でOSCEを受けることで自信

が持て、獲得した技術を臨地実習で役立てるという

実践の場での効果も見られている9,10)。そのため、看

護実践能力および看護技術の評価4,10,11)や学生が自己

の看護技術の修得レベルを自覚する機会12)として

OSCEの導入を検討している教育機関もある6)。しか

し、OSCEを実施する上での課題として、OSCE時の

課題設定6,13)、自主練習環境の整備14,15)や模擬患者の

効果的な導入15)、教員の情緒的支援や効果的なフィ

ードバック9)が挙がっている。また、わが国の看護系

大学のOSCEの特徴として、OSCE導入の目的、OSCE

の対象者、導入領域、具体的な運用の仕方、設定課

題、評価およびフィードバックが各大学で異なって

いる6)。 

 A大学では３年次の各論実習前に、専門領域の看

護実践能力を強化するために看護学演習が配置され

ている。成人看護学演習Ⅱでは、事例患者の状況に

応じた看護技術の選択とその根拠を明確にし、シミ

ュレーション教育を用いて安全・安楽な看護実践方

法の修得を目指している。そして、演習における看

護実践力の評価として2019年度より看護技術試験を
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OSCEと位置付けて実施している。しかし、OSCEを

導入して３年が経過するが、OSCEの準備、実施、フ

ィードバックの一連の運用に関しては教員の主観的

評価のみであり、学生からの客観的評価は行ってお

らず評価は十分とはいえない。看護基礎教育におい

て看護実践能力の育成が求められていること2)や成

人看護学演習の質の向上のためにも、現在行ってい

るOSCE運営に学生の客観的評価も取り入れ、教育

内容の改善を行う必要がある。本研究は、A大学看護

学部３年次生の成人看護学演習Ⅱで実施している

OSCEの評価を行い、現状と課題を明らかにするこ

とを目的とする。本研究は効果的なOSCEの運営や

学生の看護実践力を強化するための教育方法の基礎

的資料になり、今後の教育内容の充実に貢献できる

と考える。 

 

方 法 

１．研究デザイン 

 自記式質問紙による調査研究 

 

２．研究対象 

 A大学看護学部の2022年度成人看護学演習Ⅱにお

いてOSCEを受験した３年次生 

 

３．データ収集期間 

 令和４年９月～11月 

 

４．成人看護学演習ⅡにおけるOSCEの概要 

１）成人看護学演習ⅡにおけるOSCEの位置づけ 

 A大学の成人看護学演習Ⅱでは、成人看護学演習

Ⅰに行う看護過程の展開における事例患者の援助に

ついて、シミュレーションを通して安全で安楽な実

践方法と、看護技術を実践する場合の患者への倫理

的配慮について学び、その中で修得する技術の評価

を行うためにOSCEを実施している。 

２）OSCEの設定課題 

 2022年度のOSCEは３つの設定課題があり、学生

はいずれかを受験した。 

（設定課題） 

 ① 血糖測定：低血糖症状がみられている患者の

対応 

 ② 術後観察：術後３日目に呼吸困難を訴えてい

る患者の観察と対応 

 ③ 術後離床：術後１日目の初回歩行時の援助 

３）オリエンテーションからOSCE受験まで 

 成人看護学演習の初回時にOSCEのオリエンテー

ションを行い、OSCEの１週間前に個々の学生が実

施する設定課題を提示した。OSCE前日までの期間

はいつでも学生が自主的に技術練習を行える環境を

整えた。 

４）OSCE受験について 

 患者の状況と学生の課題を記載したOSCE課題文

はOSCE直前に提示し、５分間課題を確認する時間

を設けた。１名の学生につき７分間の実施時間を設

け、終了後にOSCEを担当した教員が学生の実践に

対するフィードバックを行った。術後観察と血糖測

定はシミュレータを用い、術後離床は教員が模擬患

者役を行った。学生の声掛けに対する応答は術後観

察と血糖測定は担当教員が行い、予測される質問に

対するマニュアルを作成して臨んだ。 

 

５．データ収集 

 OSCEが終了し、成人看護学演習の成績交付後に

無記名の自記式質問紙調査を実施した。設問内容は

先行研究4,5,9,11,13,16)をもとに研究者らで作成した。設

問内容は、Ⅰ．OSCEを受けるにあたっての取り組み

状況に関するもの（準備性、主体性）、Ⅱ．OSCEを

受ける姿勢（身だしなみ、態度）、Ⅲ．OSCEの実施

に関するもの、Ⅳ．OSCEを振り返り考えたこと、思

ったことの４項目で構成した。 

（設問内容） 

 Ⅰ．OSCEを受けるにあたっての取り組み状況に

ついて 

  ① 授業の復習や自己学習などの事前学習を行

って、試験に臨んだ 

  ② OSCEに向けて教員に技術指導やアドバイ

スを求めた 

  ③ OSCEに向けて技術練習をしましたか 

  ④ Ⅰ-③で「練習した」と回答した方は、練習

した回数をそれぞれ記入してください 

  ⑤ Ⅰ-③で「練習した」と回答した方は、どの

くらい練習しましたか 

  ⑥ Ⅰ-③で「練習しなかった」と回答した方は、

その理由を選んでください 

 Ⅱ．OSCEを受ける姿勢について 

  ① 身だしなみ（ユニフォーム、髪、爪、アク

セサリーなど）を整えることができた 

  ② 真剣な態度で取り組むことができた 
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 Ⅲ．OSCEの受験について 

  ① OSCEの受験は緊張した 

  ② 該当した技術を正確に行うことができた 

  ③ 患者さんの安全・安楽に考慮することがで

きた 

  ④ 患者さんが理解しやすい言葉で説明ができ

た 

  ⑤ 患者さんに対して援助について説明し、同

意を得ることができた 

  ⑥ OSCEの課題は難しかった 

  ⑦ 試験時間は適切だった 

  ⑧ 教員からのフィードバックは参考になった 

  ⑨ OSCEを受けて自己の課題が見つかった 

  ⑩ OSCEを受けたことは今後の学習や実習に

役立ちそうだ 

  ⑪ OSCEのオリエンテーションから受験後ま

でを振り返り、OSCEの目標を達成できた 

 Ⅳ．OSCEを受けて、考えたこと、思ったことを自

由に記述してください 

 設問のⅠ．①～②、Ⅱ、Ⅲに関しては、「①非常に

当てはまる、②かなり当てはまる、③あまり当ては

まらない、④ほとんど当てはまらない」で回答して

もらった。設問Ⅰ．③は「練習した、練習しなかっ

た」を選択してもらい、設問Ⅰ．④は数値を入力し

てもらった。設問Ⅰ．⑤は「①１時間未満、②１時

間以上（２時間未満）、③２時間以上（３時間未満）、

④３時間以上」で回答してもらい、設問Ⅰ．⑥は「①

時間の確保ができなかった、②場所の確保ができな

かった、③試験までの時間が短かった、④練習は必

要ないと思った、⑤その他」で回答してもらった。

Ⅳは自由記述とした。質問紙はGoogleフォームを用

いたWeb回答とし、回答の送信をもって研究参加へ

の同意とした。 

 

６．分析方法 

１）質問紙調査に関しては単純集計を行った。 

２）自由記述の内容については記述内容の意味内容

を損ねないようにコード化した。 

３）コードの類似性と相違性に基づいて抽象度を上

げてサブカテゴリ化した。 

４）サブカテゴリ同士の関連性を熟考し、共通点を

まとめカテゴリを導き出し、カテゴリ化を行った

後、記述内容との乖離がないかの確認を行った。

分析においては研究者間で繰り返し検討を行い、

データの妥当性を確保した。 

 

７．倫理的配慮 

 本研究は福岡県立大学研究倫理審査委員会の承認

を得て実施した（承認番号2022-3）。研究対象者が所

属する学部の管理者に対して、研究の趣旨、研究方

法、倫理的配慮等を記載した文書をもって、施設に

おける研究対象者募集のチラシの掲示の承諾を得た。

研究対象者に対して、研究への協力は自由意志であ

り研究に協力しないことで不利益を被らないことを

説明した。また、科目の成績交付後にデータを収集

した。質問紙への回答は研究者が不在の場所で行わ

れるよう配慮し、回答の送信をもって研究参加への

同意とした。 

 

結 果 

 A大学看護学部の2022年度成人看護学演習におけ

るOSCEを受けた３年次生89名のうち、回答があっ

た53名（回収率59.6％）を分析対象とした。 

 

１．OSCE受験後の質問紙調査の結果 

１）OSCE受験にあたっての取り組み状況 

 「授業の復習や自己学習などの事前学習を行った」

については「非常に当てはまる」24名（45.3％）、「か

なり当てはまる」29名（54.7％）で、全員が授業の

復習や自己学習を行って試験に臨んでいた。「OSCE

に向けて教員に技術指導やアドバイスを求めた」は

「非常に当てはまる」11名（20.8％）、「かなり当て

はまる」22名（41.5％）で、６割の学生が自ら教員

に技術指導やアドバイスを得て試験に臨んでいた

（表１）。 

 「受験に向けての技術練習」について、「練習した」

と回答した者は53名（100％）であり、全員が技術練

習を行い、OSCEに臨んでいた。練習した技術項目の

回数を図１に、技術練習の時間を図２に示す。各技

術項目の平均練習回数は、血糖測定３回、術後観察

2.9回、術後離床２回であり、全体では2.7回であっ

た。練習時間は「１時間未満」８名（15.1％）、「１

時間以上２時間未満」26名（49.1％）、「２時間以上

３時間未満」９名（17％）、「３時間以上」10名（18.9％）

であった。 
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２）OSCEを受ける姿勢について 

 OSCEを受ける姿勢について、「身だしなみを整え

ることができた」は「非常に当てはまる」48名

（90.6％）、「かなり当てはまる」５名（9.4％）であ

った。「真剣な態度で取り組むことができた」は「非

常に当てはまる」43名（81.1％）、「かなり当てはま

る」10名（18.9％）であり、学生は身だしなみを整

え、真剣な態度で試験に取り組んでいた（表２）。 

３）OSCE受験について（表３） 

 「OSCEを受験することの緊張」は「非常に当ては

まる」40名（75.5％）で最も多く、「かなり当てはま

る」10名（18.9％）、「あまり当てはまらない」３名

（5.7％）であった。 

 「該当した技術を正確に行うこと」は「非常に当

てはまる」９名（17.0％）、「かなり当てはまる」32

名（60.4％）で、「患者の安全・安楽に考慮すること

ができた」は「非常に当てはまる」16名（30.2％）、

「かなり当てはまる」27名（50.9％）であり、75％

以上の学生が患者の安全・安楽を考慮しながら正確

な技術が実施できたと認識していた。 

 「患者が理解しやすい言葉で説明ができた」は「非

常に当てはまる」14名（26.4％）、「かなり当てはま

る」33名（62.3％）で、「患者に援助について説明し、

同意を得ることができた」は「非常に当てはまる」

16名（30.2％）、「かなり当てはまる」27名（50.9％）

であり、80％以上の学生が患者への分かりやすい説

明と同意を得ることを意識していた。 

 「OSCEの課題は難しかった」については「非常に

当てはまる」８名（15.1％）、「かなり当てはまる」

33名（62.3％）であり、75％以上の学生が状況設定

の課題に難しさを感じていた。「試験時間は適切だっ

た」は「非常に当てはまる」23名（43.4％）、「かな

り当てはまる」17名（32.1％）、「あまり当てはまら

ない」11名（20.8％）、「ほとんど当てはまらない」

２名（3.8％）であり、75％の学生は実施時間が適当

と感じていたが、25％の学生は不適当と感じていた。 

 「教員からのフィードバックは参考になった」は

「非常に当てはまる」42名（79.2％）、「かなり当て

はまる」11名（20.8％）であり、全員が教員からの

フィードバックの効果を感じていた。 

表１ OSCEを受けるにあたっての取り組み状況 
n＝53（％） 

 
項 目 

 非常に 

当てはまる 
 

かなり 

当てはまる 
 
あまり当て 

はまらない 
 
ほとんど当て 

はまらない 
 計  

 ●OSCEを受けるにあたっての取り組み状況について            

 Q１ 授業の復習や自己学習などの事前学習を行って試験に臨んだ   24 (45.3)   29 (54.7)   0 (0.0)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q２ OSCEに向けて教員に技術指導やアドバイスを求めた   11 (20.8)   22 (41.5)   18 (34.0)   2 (3.8)   53 (100.0)  
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図１ 各技術項目の練習回数 
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図２ OSCE受験のための練習時間 

表２ OSCEを受ける姿勢について 
n＝53（％） 

 項 目 
 非常に 

当てはまる 
 

かなり 

当てはまる 
 
あまり当て 

はまらない 
 
ほとんど当て

はまらない 
 計  

 ●OSCEを受ける姿勢について            

 Q１ 身だしなみを整えることができた   48 (90.6)   5 (9.4)   0 (0.0)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q２ 真剣な態度で取り組むことができた   43 (81.1)   10 (18.9)   0 (0.0)   0 (0.0)   53 (100.0)  
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 「OSCEを受けて自己の課題が見つかった」は「非

常に当てはまる」39名（73.6％）、「かなり当てはま

る」14名（26.4％）で、「OSCEを受けたことは今後

の学習や実習に役立ちそうだ」は「非常に当てはま

る」41名（77.4％）、「かなり当てはまる」12名（22.6％）

であり、全員が受験後の自己課題に気づき、今後の

学習や実習への有用性を感じていた。 

 

２．OSCEを振り返って、考えたこと、思ったこと 

 自由記述の内容を分析した結果、コード数53、サ

ブカテゴリ21、カテゴリ５つが抽出された。以下【 】

内をカテゴリ、『 』内をサブカテゴリをとする。分

析結果を表４に示す。 

 【自己の課題の明確化】は、学生がOSCEを体験し

自己の気づきや教員によるフィードバックによって

自己の課題が明確になったことである。【看護技術の

修得と学習意欲の向上】は、OSCE受験と教員の評

価・助言によって学生の学習に対する意欲と状況に

即した看護技術修得に対する意欲が向上したことで

ある。【状況に即した看護実践の難しさ】は、学生が

事例患者の状況設定に対応した看護実践や時間的制

約のなかでの看護実践に難しさを実感したことであ

る。【事前練習および受験の成果】は、学生が事前練

習やOSCE受験により自己の技術力の向上や知識の

確認といった成果を感じたことである。【臨地実習に

おける看護実践の有用性】は、学生が臨地を想定し

た状況下での看護実践が今後の実習に活かせそうだ

と認識したことである。 

考 察 

１．成人看護学演習におけるOSCEの現状 

 OSCEの取り組み状況については、学生全員が授

業の復習や自己学習などの事前学習と事前の技術練

習を行ってOSCEに臨んでいた。そのうち60％の学

生が自ら教員に技術指導やアドバイスを求めて練習

をしており、OSCEに向けて前向きに取り組んでい

ることが窺えた。また、OSCEでの実践を振り返って、

事前の十分な技術練習による自己の技術力の向上、

試験や事前練習は自分自身のためになるといった

【事前学習および受験の成果】を感じていた。この

ようなOSCEに向けた主体的な学習や看護技術の練

習といった成果は、先行研究と同様であった6)。また、

すべての学生が身だしなみを整え、真剣な態度で

OSCEに臨むことができていた。OSCEは精神運動領

域だけでなく、態度・習慣などの情意領域を評価し、

学生の能力を査定する方法である3)。また、臨床場面

に近い状況で行うため、OSCEを通して看護者とし

ての姿勢を育むことにつながったといえる。 

 OSCE受験については、全員がOSCE後に自己の課

題の明確化や参考になる教員のフィードバックが今

後の学習に役立つと感じていた。多賀ら5)は、学生に

とってOSCEを受けたことは、学びの機会として肯

定的に受け止め、自己の技術を振り返る経験となり、

新たな自己の課題を見出す機会になると述べている。

OSCE受験後の自由記載でも【自己の課題の明確化】、

【看護技術の修得と学習意欲の向上】が明らかにな

り、OSCE受験は学びの機会とともに今後の学習へ

の動機づけになったといえる。園田ら12)はOSCE受験

後のフィードバックは、肯定的フィードバックのみ

表３ OSCEの受験について 
n＝53（％） 

 項 目 
 非常に 

当てはまる 
 

かなり 

当てはまる 
 
あまり当て 

はまらない 
 
ほとんど当て

はまらない 
 計  

 ●OSCEの受験について            

 Q１ OSCEの受験は緊張した   40 (75.5)   10 (18.9)   3 (5.7)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q２ 該当した技術を正確に行うことができた   9 (17.0)   32 (60.4)   11 (20.8)   1 (1.9)   53 (100.0)  

 Q３ 患者の安全・安楽に考慮することができた   16 (30.2)   27 (50.9)   10 (18.9)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q４ 患者が理解しやすい言葉で説明ができた   14 (26.4)   33 (62.3)   6 (11.3)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q５ 患者さんに援助について説明し、同意を得ることができた   16 (30.2)   27 (50.9)   9 (17.0)   1 (1.9)   53 (100.0)  

 Q６ OSCEの課題は難しかった   8 (15.1)   33 (62.3)   12 (22.6)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q７ 試験時間は適切だった   23 (43.4)   17 (32.1)   11 (20.8)   2 (3.8)   53 (100.0)  

 Q８ 教員からのフィードバックは参考になった   42 (79.2)   11 (20.8)   0 (0.0)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q９ OSCEを受けて自己の課題が見つかった   39 (73.6)   14 (26.4)   0 (0.0)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q10 OSCEを受けたことは今後の学習や実習に役立ちそうだ   41 (77.4)   12 (22.6)   0 (0.0)   0 (0.0)   53 (100.0)  

 Q11 OSCEの目標を達成できた   17 (32.1)   32 (60.4)   4 (7.5)   0 (0.0)   53 (100.0)  
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ならず、「できていない」ことに対する建設的フィー

ドバックによって学生は必要な能力を現時点でどこ

まで習得できているかを確認できると述べている。

本研究結果において、OSCE終了後の教員のフィー

ドバックにより、アセスメントや技術力、対応力な

ど具体的に自己の課題を見出していた。フィードバ

ックを行う教員は、学生が自己の知識や技術の習得

レベルの確認や、今後の学習への動機付けにつなが

るよう具体的なフィードバックを行う必要があると

いえる。 

 また、OSCE受験については90％以上の学生が緊

張したと回答しており、自由記載では『臨地を想定

表４ OSCEを振り返って考えたこと、思ったこと 

カテゴリ サブカテゴリ コード化 

自己課題の明確化 

受験とフィードバックによる新たな課題の
気づき 

教員のフィードバックによる自己の課題の気づきや振り返りができた 

教員のフィードバックによって自己の課題を学ぶことができた 

教員の的確な助言による自己の課題が明確になった 

受験によって自己の課題に気づいた 

限られた時間内でケアをするための自己の課題が発見できた 

自己の技術と課題が明確になった 

教員の客観的評価により看護技術の明確な改善点の発見できた 

的確なフィードバックが参考になる 

フィードバックがとても参考になった 

教員の助言がとても参考になった 

教員からの的確な助言が参考になった 

フィードバックの良さを実感 
教員からのフィードバックが自分の為になった 

教員から直ぐにフィードバックを受けることの良さ 

アセスメントの重要性に気づく 
アセスメントによって必要な看護ケアを導き出すことが自己の課題 

優先順位を判断して看護を行うことが重要である 

実施後のリフレクションの必要性を自覚す
る 

時間内に終了できなかったことで観察項目や手技を見直す必要性があると思った 

時間不足であったため自分の技術を振り返る必要がある 

看護技術力を獲得する必要性を自覚する 臨地で役立つために技術を身につけないといけない 

練習不足を自覚する もっと練習しておくべきだった 

即時の判断や臨機応変な対応に向けて学習
の必要性を自覚する 

臨機応変な対応に向けての学習の必要性を感じた 

瞬時に判断しての実施することが不十分で、復習が必要である 

看護技術の修得と 
学習意欲の向上 

教員からの評価やポジティブな助言による
学習や実習に対する意欲の向上 

実施後の教員からの評価や助言が記憶に残りやすく、学習の向上につながる 

褒められることや実習を想起させる助言で、実習を頑張ろうと思った 

看護技術の修得に対する自信 教員の客観的評価により看護技術の手技獲得の自信になった 

状況に即した看護技術の修得に対する意欲 

もっと経験を積んで完璧にできるようになりたい 

状況に対応した看護技術が実施できず、もう一度行いたい 

臨機応変に対応できなかったので、臨機応変に対応する能力を身につけたいと思った 

状況に即した 
看護実践の難しさ 

状況に即した看護実践が難しい 

状況によって何から実施したらよいのか、優先順位の判断が難しい 

技術の観察項目や手技は分かっていても、状況判断と看護ケアが浮かばない 

思っていた試験内容と異なり戸惑った 

時間制限により一連の流れの中で必要な全
ての看護ができなかった 

時間制限により一連のケアの中の必要な看護の一部分が出来なかった 

時間制限により看護が満足にできなかった 

練習通りの技術では時間内に終わらなかった 

事前練習および 
受験の成果 

十分な技術練習による技術力の向上 

試験に向けて時間をかけて練習したため実習で手技を十分に発揮できた 

練習場所の確保によって練習が取り組みやすかった 

試験前の練習で技術を高めることができた 

試験や事前練習は自分自身のためになる 

試験直前の事例（課題）提示に対して緊張したが、事前に練習をして挑むことで落ち着い
て受験できた 

試験のための技術練習が結果的に自分の為になっている 

合格のために一生懸命練習するので試験は行うべきだと思った 

状況設定の試験によって自己の知識を確認
できる 事例設定を試験直前に知る試験により知識が身についていることを確認できた 

臨地と同じような状況の試験は技術の向上
に繋がる 

緊張感を持って、臨地と同じような状況の試験を受けることは、技術向上に繋がると思っ
た 

看護技術対する客観的評価の必要性 看護技術を試して評価をうけることは、良い取り組みだと思った 

臨地実習における 
看護実践の有用性 

臨地を想定することで緊張感を持って実施
できた 

臨床で実施するのと同じくらいの緊張感を持って臨めた 

実際の場面を想定することで、緊張感をもって実施できた 

実際の場面を想定することで、臨地での実践を意識した 

緊張したが良い経験になった 

事例設定（課題）が試験開始までわからないことで、より実践的に行えた 

臨地実習に向けて役立つ技術の実施 

臨地で使える技術と内容であり、実習のための練習になった 

実習に向けて役に立つ内容だった 

臨地での実践につながるので、しっかり取り組めた 

実習で行うかもしれない技術を実習前に練習できることは嬉しいことだと思えた 

看護実践を実習に活用できそうだと認識 

反省を実習に活かしていこうと思った 

実習に活かせそうだ 

実習に活かすことが出来そうだ 
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することで緊張感を持った実践』であった。そして、

OSCEを『臨地実習に向けて役立つ技術の実施』で、

『看護実践を実習に活用できそうだと認識』してお

り、全員がOSCE受験による今後の【臨地実習におけ

る看護実践の有用性】を感じていた。このことから

３年次の成人看護学演習において、臨地実習開始前

の時期にOSCEを実施することは適しているといえ

る。 

 一方、OSCEでは試験直前にOSCE課題文を提示し

たが、学生の75％が課題の難しさを感じ、試験時間

は約25％の学生が適切でなかったと感じていた。

OSCE受験後の自由記載においても『時間制限によ

り一連の流れの中で必要な全ての看護ができなかっ

た』ことや『状況に即した看護実践が難しい』と感

じており、学生は設定された時間の中で【状況に即

した看護実践の難しさ】を感じていた。学内演習で

は、事例に対する援助の必要性をアセスメントして

計画を立案し、看護技術の選択や実践方法などを十

分に検討した後に看護実践を行う。事例患者に合っ

た安全で安楽な看護実践に重きを置くため、学生が

事例患者の看護に要する時間を意識しながら実践す

ることは少ない。そのため受験後の振り返りの中で、

時間制限があって必要な看護を十分できなかった、

練習通りの技術では時間内に終わらなかったという

感想を持ったと考えられる。その一方で、時間不足

であったため自分の技術を振り返る必要があるとい

った『実施後のリフレクションの必要性』や、優先

順位を判断して看護を行うことの重要性、『即時の判

断や臨機応変な対応に向けての学習の必要性を自覚』

していた。そして、OSCE受験を振り返り、臨機応変

な対応ができなかったことで『状況に即した看護技

術の修得に対する意欲』を示していた。このように

学生が状況に即した看護実践力の必要性を自覚した

のは、OSCE課題を臨地に近い状況設定にしたため

と考えられる。笹本ら8)は臨場感がある中での看護技

術の提供や模擬患者との間で生じる相互作用を通し

て、認識領域（知識）のみならず、精神運動領域（技

術）と情意領域（態度・感情）を統合した看護実践

が意識づけられることで、より実践的な看護を学ぶ

機会になると述べている。３年次の各論実習前の看

護学演習では、臨地実習に向けて看護実践力を強化

することが求められる。よって、成人看護学演習に

おいては、より臨床に近い状況設定での看護実践が

行えるようシミュレーション教育の内容を吟味する

必要がある。 

 

２．成人看護学演習におけるOSCEの課題 

 成人看護学演習におけるOSCEで、学生は制限時

間内に看護実践を行うことを困難に感じていた。成

人看護学演習では臨地実習に向けて看護実践力を強

化することが求められるため、OSCEの課題は臨地

実習で学生が経験する状況設定とし、７分以内で実

施できる内容とした。実施時間が不足した要因とし

ては、時間制限により一連のケアの中の必要な看護

の一部分ができなかった、練習通りの技術では時間

内に終わらなかったというように、必要な看護を全

て確実に実践しようとする思いが時間を考慮しない

実践になったことや、事前練習においても時間を気

にせずに実施していたことが推察される。OSCE実

施に際しては、成人看護学演習の初回時とOSCE実

施の１週間前に、OSCEのオリエンテーションを実

施した。しかし、学生が時間内に看護実践すること

をイメージできていなかったことから、オリエンテ

ーションの内容と方法を再考し、学生のOSCEに対

する理解を深めることが必要と考える。また、成人

看護学演習における看護実践力の評価としてOSCE

を行っているため、成人看護学演習においても学生

が事例患者の援助に要する時間を意識しながら実践

できるよう実施時間を明確にし、臨地に即した観察

や援助を実践できるような状況設定にするなど、演

習内容を精練し、演習後に学生が反復して練習でき

る時間と環境を整える必要がある。 

 また、効果的にOSCEを実施するためには教員に

よる適切な指導・評価、適切なフィードバックが求

められ17)、今回の結果では、教員のフィードバックが

学生の振り返りや自己の課題の明確化につながって

いることが明らかとなった。教員からのフィードバ

ックの内容は、評価項目を視野に入れながら挨拶・

自己紹介などの基本的な介入、コミュニケーション

技術、看護技術の正確さなど多岐に及ぶ。今回は

OSCE実施直後に３分間フィードバックの時間を設

け、OSCE実施直後に具体的なフィードバックを行

う効果は得られたと思われるが、教員が気づいた内

容のすべてを時間内に伝えることは難しい。よって

学生の今後の成長や学習意欲につながるようなフィ

ードバックにするには、フィードバックの時間を確

保することや、個別のフィードバックに加えて全体

でのフィードバックを行うなど、フィードバックの
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方法も検討する必要がある。 

 今回は成人看護学演習後にOSCEを受験した３年

次生を対象として質問紙調査を行い、成人看護学演

習おけるOSCEの評価を行った。今後はOSCEに携わ

った教員の評価も合わせた検討を行い、OSCEの効

果的な運営と教育内容の充実を図っていきたい。 

 

結 論 

 成人看護学演習におけるOSCE受験した学生は、

事前に自己学習、技術練習を行って受験に臨み、事

前練習と受験による成果を自覚していた。学生の

OSCE受験後の認識は【自己課題の明確化】【看護技

術の修得と学習意欲の向上】【状況に即した看護実践

の難しさ】【事前練習および受験の成果】【臨地実習

における看護実践の有用性】の５つであった。今後

のOSCEの課題は、学生のOSCEに対する理解を深め

ること、十分なフィードバックの時間を確保するこ

と、教員評価と合わせたOSCE評価の検討である。そ

して成人看護学演習において、看護実践能力の強化

に向けて臨地に近い状況を設定し、学生が時間を意

識できるようシミュレーション教育の内容を充実す

ることの必要性が示唆された。 

 

本研究の限界 

 本研究の対象者は１施設のみの学生で、成人看護

学演習後にOSCEを受けた３年次生のうち研究に協

力した学生であることから、本研究で得られた結果

は限定され一般化することはできない。 

 

利益相反の開示 

 本研究において、開示すべき利益相反は存在しな

い。 
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